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１ 概要総括 

〔地震概要〕 

〇発生 令和元年 6月 18日（火）22時 22分 マグニチュード 6.7 震度 6弱（温海川）、 

震度震源地 北緯 38.6度・東経深 139.5km 、津波高 11㎝ 逆断層型地震 

津波注意報 22時 24分発表 避難指示 22時 38分 避難場所等 53か所 避難者 4,075名 

〇負傷者 18名（重傷 1名 軽傷 17名） 〇火災発生 0件 〇被害総額約 37億円 

〇建物被害 1,025棟（主に屋根瓦の損傷）  

（令和 2年 6月 15日現在） 

 

〔初動体制〕 

〇発災後の避難指示については、気象庁情報により、津波高 1m、震源地が近接という、本部長に 

確認したうえで、発災 16分後に防災行政無線により沿岸部において「避難指示」を発令した。 

 

〇情報伝達については、防災行政無線による自動発生（Jアラート（災害時国民瞬時情報システ 

ム））と、防災担当者による音声発信を 4回（繰り返し 2回）、Lアラート（山形県防災情報シス 

テム）によりテレビテロップや防災アプリによる伝達 1回を実施したが、発信情報内容に錯誤が 

あったこと、情報伝達に間隔が空き過ぎたことは、大いに反省すべきであり、今後は、情報伝達 

員の複数化と専門化により改善していきたい。 

 

〇情報提供（ホームページ）として、発災日前後の市ホームページへのアクセス件数の推移は、 

日時 6/17（月） 

前日 

6/18（火） 

発災日 

6/19（水） 

1日後 

6/20（木） 

2日後 

6/25（金） 

1週間後 

アクセス数 16,203 32,675 88,949 34,521 22,147 

 

〇防災行政無線の屋外拡声子局（通称:ラッパ）については、聞こえ方に地域差があり、特に鼠 

ヶ関地域ではほとんど聞き取りできなかったと検証している。また、温海地域の宅内にある有線 

放送については、補助電源装置がないため、停電発生により作動しなかった。7月臨時議会によ 

り無停電電源装置（UPS）の補正予算を可決し、沿岸部の公民館 13か所に設置。宅内でも聞こえ

る災害情報伝達システムについては、9 月市議会でも指摘を受け、全体的な機能の在り方につい

て検証していく。 

 

〇災害対策本部設置は 23：15 分で立上げ。この間、本部長から危機管理監へ、住民避難と避難

所開設の指示を受け初動体制が図られた。災害対策本部は以降、30分置きに 4回され、インフラ

復旧、被害状況の把握につとめた。 

 

〇職員体制については、災害対策本部設置規定により、大部分の職員は登庁、温海居住職員につ 

いては現地対応するなど、対応や準備にあたった。しかし、災害対応マニュアルは総括的な記載 

内容となっているため、初動期では対応する業務も無く、段階的に作業にあたる職員もいるため、 

災害場面に応じた段階的なマニュアルを要する。 
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〔避難所開設〕 

〇住民の避難場所への高台避難は 53 箇所、4,075 名（沿岸住民の 36.7％）。鶴岡地域は年 1 回、

温海地域での年 2回の自治会の津波訓練が生かされ、津波注意報の一報により多くの住民が高台

避難した。日頃の沿岸部住民の訓練により正しい避難行動が得られた。 

 

〇避難所開設指示は 22:48 分、沿岸部住民は避難場所（一次避難所）に高台避難していたため、

余震等の予見に対応するため、より安全な避難所（二次避難所）を開設することとし、地域指定

職員と担当課職員 2～3名で、温海地域 2箇所、鶴岡地域 11箇所を開設した。 

地区名 温海地区（2箇所）（420人） 鶴岡地区（11箇所）（避難者数 2,034人） 

2次避難所 ・温海林業センター（440） 

・鼠ヶ関小学校 

・湯野浜 CC（365） 

・加茂 CC（836） 

・旧由良小（150） 

・三瀬 CC、三瀬小、豊浦中（416） 

・旧小堅小（254） 

・大山 5中・黄金 CC・田川 CC・上郷 CC（計 11） 

 

〇福祉避難所は、「温海林業センター」の避難者に対応するため、翌 19 日 15 時に、特別養護老

人ホーム「温寿荘」と小規模多機能型居宅介護「清流苑」に 10名分を確保した。しかし移動者は

いなかった。後日談として障害児が他の避難者に迷惑をかけたくない理由から、駐車場の自車内

で待機したという事実も明らかとなり、一般避難所と同時の福祉避難所の開設タイミングが課題

となる。 

 

〔応急対応〕 

〇民家の屋根瓦被害への応急措置としては、山形県建設業協会鶴岡支部の災害協定に基づく支援 

のもと、落下防止のためのブルーシート対応を、被害が大きい、小岩川地区、大岩川浜中地区、 

鍋倉地区を中心に 205棟分を業者対応で応急措置した。建設業協会の適確な支援行動に感謝する。 

 

〇屋根瓦、ブロック塀、損傷家屋等の災害ゴミの廃棄については、6月 22日より、市内温海 4カ 

所（浜温海地区、小岩川地区、早田地区、鼠ヶ関地区）と岡山処分場にゴミ置き場を設置、その

後豊浦地区に 2箇所（三瀬、由良）を追加し、災害ゴミの持ち込みにより市で処分した。瓦屋根

修繕事業の完了時期と合わせ令和 2年 3月まで継続する。 

 

〔支援策〕 

〇瓦屋根修繕事業は工事費 20%の上限 40万円の補助。412件（令和 2年 6月 15日現在） 

 

〇ブロック塀撤去木製推進事業は上限 40万円の 1/2補助。4件（相談件数 30件）（受付期間 7

月 16日～10月 31日） 

 

〇り災証明発行は 1,025 件（全壊 0 件、半壊 7 件、一部損壊 1,018 件）。家屋以外のり災証明発

行（ブロック塀含む）は 231件（令和 2年 6月 15日現在） 
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〇あつみ温泉復活感謝キャンペーンは、温海温泉 7旅館に宿泊した場合に宿泊料 3,000円/人を 

助成するもので、利用実績は 12,444人（助成期間 7月 1日～7月 31日） 

 

〔住民説明会〕 

〇住民説明会。海岸沿岸部を中心に集落単位での住民説明会を実施。支援メニューの説明と意見

要望の聞き取りを実施。災害対策本部員（市長、建設部長、市民部長、健康福祉部長、危機管理

監等）が参加。 

1 6月 29日(土) 鼠ヶ関公民館 60 5 6月 30日(日) 浜中公民館 40 

2 6月 29日(土) 小岩川公民館 50 6 7月 1日(月) 豊浦（由良、三瀬、

堅苔沢） 

130 

3 6月 29日(土) 温海温泉林業セ

ンター 

50 7 7月 1日(水) 4地区（湯野浜、加

茂、大山、西郷） 

45 

4 6月 30日(日) 温海公民館 70 計 445 

 

〇障害者団体の意見交換会。市内障害者（身体、知的、精神、発達障害、支援学校等）30団体の 

関係者と意見交換。市長、健康福祉部課長、危機管理監が出席。養護学校への避難、パニック障

害にも対応できる避難所、聾唖者等の避難方法等の意見が出された。 

（日時）7月 8日（月）17:30～ （場所）にこふる 3階大会議室 
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